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第一報においてのべた10磁の上代綬につづいて表ー lに示す次の14的の試料について調交を行 った。
測定の方法については，第一報の場合と同様である。
表 -1
l 平地縦筋~文臼綾 縦筋菱文 2.5 Y 6/6 臼 43 48 
2 平地飛問弁花文茶綾 飛四弁1E文 5R 3/2 興皮色 暗い灰色味の茶 58 29 
8 省議文臼綾 唐車文 10YR 5/6 白 54 36 
4 四つ菱唐草文茶綾 四つ菱唐草文 2.5 Y 5.5/5.5 金茶 黒味の金色 55 27 
5 平地円連沫文$:.り綾文茶綾 変り綾文 5R 3/2 栗皮色 暗い灰色味の茶 60 80 
6 平地変り綾文賞綾 変り綾文 5Y 5.9/4.5 賞綾 オリープイエロー 50 33 
7 連沫文緋綾 連鎌円文 5R 3.6/7.7 緋 濃い賞味の赤 49 83 
8 速旅文自綬 連鎌円文 2.5 Y 6/6 白 54. 33 
9 連E長文白綾 連峰円文 7.5 Y 9/2 臼 49 25 
10 双鳳速焼円文緋綬 双鳳連抹円文 7.5 R 8.8/9 紅緋 襖い赤 46 25 
11 綬I由綬文柴綾 綾地綾文 7.5 P 2.7/1 古代紫 官韮い繁 ( 1糸3密・ ~6 ) 
12 綾地綾文緋綾(骨量笥唐草文緋綬 ) 綾地綾文 7.5R 8.8/9 紅緋 習慣い赤 55 31 
13 綾地縄文柴綾 綾地俊文 7.5 P 2.7/1 古代紫 暗い紫 48 30 
14 綾地綾文柴綾 綾地綾文 5 P R 2.8/0.8 黒後 灰色味の赤
1. 平地縦筋菱文白綾
る正方形と菱形であろうと恩われる。これらを4・ぇ合せ
て修正図を描き図-3に示す。ただ，一文様におさまる
縦筋二本のうち一本は綾の流れが右i~Eれになって い る。
一文綴は，経25本. ~t25越て.tiVi成 されて よf り ， 織り方
説明については， 経25本，綜10越をー単位にすればすむ。
綜統と路木の関連を調べてみると .~青木の数は 10本で絡
みIJは非常に複雑にな っている。この踏み方の困難さか
本裂は.平J也に経四枚絞で文様を表わしている。その
文線は，裂全体にわたり不完全であるカヘ Iq枚綾の述統
が経四本にわたり縦筋をなし，それが一定閥隔毎に走っ
ている。 裂のほぼ中央部の文様から縦筋HlJに配託されて
いる形を推iJ!iJしてみると.1.i流れの絞の:i!li絞ででき てい
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段の中には，府平な七械を並べたり.また四ツ変と斜十
字とを交互に並べたりしてある。このi憂殺を感じさせる
配色をねらって，緩自による段筋を考え出したのではな
いだろうか。もし，この推測が当っているとすれば，絞
の発展過程でf去の時期に織成された製となるであろう。
修正図
(2 ) 
平 地縦筋菱文白綾
ら絞目がくずれてしまったのではないだろうか。
この縦筋は他に見られないもので¥文様の分如上興味
深〈恩われ.現存物を調べてみると正倉院の「七曜四ツ
").(.1(，(. 
菱文段奇t綱錦」と思われ，手配及び線赤をそれぞれの主調と
する段筋を必:綱綱に細〈彩飾したものであるが，太自の
図-3
!五回他:上代綾の織文の調査報符 -119-
2. 平地飛四弁花女茶綾
図-4 平地縦筋菱文白綾
本裂lic，図-4に;r;すように 5cm程度の小片で.その
上級の左流れの四枚緩で徽1);表わしている文様にもくず
れがみられるため，全体については不明確であるが.可
1i~ な限りを組織要領|討lに;&わしてみると 図ー 5 のように
なる。四似の菱形を集めて小花を形作り，それが不規flJJ
に散在しているよとから「飛問弁花文Jと仮称しておく。
問弁花の修正図をみ-えてみると図-5のようである。
組織図
修正図
図-5 "!LJ也1ほ問弁イE文書宅綾
(3) 
この花文は， 文様は流れの中て二 l間つ妥にあたり.次
の段階て・ 'ic平安時代の若~~長のーってめる幸安へと続い
ていくものと判定定できる。
註有級文
有職は宮廷儀式のひとつひとつの故実，すなわち，規
則に通じるニとで，法令.官戦， 1m飾.調l変など各部門
にわたっている.
3. 唐草文自綾
本製Li，図-6，図ー7に示すように.平J也に右iしれ
の経四枚綬で文僚が表わされているが 5cm程度の小片
であるため，文機会体を知ることはできない。ただ， 曲
線で、表わされた~l;'i風の文様に見られる巻きづるや茎の
一部分であろうかと忠われる。それより惟定して「唐草文
白綾」と仮称した。
図-6 唐草文白綾
4. 四つ菱唐草文茶綾
本裂の外鋭を図-8に示す。またその組織を図-9に
示すように，-'Jl組織のI也に経の右四枚綾で，やや!被い感
じの変形唐J;r文を織り表わしている。この文械の単位は，
およそ170本.*，'¥120越とみられ，上下対称の文僚である
ことから，~織に際しては上下打返しの技法を以ってし
たと見られる。また.この茶地の裂の一隅には深緑色に
染め分けられた部分がみられる。変装の際には爽*"'1と称
されているが，たすき文のような細縦ともJ号えられる。
本製と問機の文僚は.正倉院宝物中のfP'lt也目交文線、線
綾Jにもみられるよ うである。
5. 平地円連珠文変り綾女茶綾
裂の全形を図ー|日に示す。平地級文総の文服部の綬組
織は図ー 11こ示すように必ずしも四枚綬に限られていな
い。本裂の変。綾部分の一筋の経を取り上げてみると，
五越浮いて一越沈み，また一越浮いては一越沈むという
-120-
図-8
被 月日 学
図-7 唐1;r文白後 組織図
八越を単位とする浮沈の繰り返しとなっている。この経
遣を綾組織として斜めに移行する時に改めてこれを二本
おきに二本ずつ省略して，経四本 .*章八越を組織単位と
するような飛絞の織成になっている。この単位を上下左
右に押し拡げた文様を平地の上に織り表わしたものを平
地変り綾文綾と称する。
本裂の文機は，円とその外周に珠文をめぐらす円文の
タIJと菱つなぎとを交互に並べた精図である。その円内に
li.亀かあるいは何か他の動物を遣いているようにみれ
るが，正倉院蔵の「双烏連珠文赤綾Jと非常に似たところ
があるため，これはその類裂とも思われ，円内には向い
品百
図-9 四つ姿唐草文字存綾 組織図
(4) 
広田他 :上代綾の織文の調査報告
図-10 平地円述珠文変り綾茶絞
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四越交替の斜子として，斜子様畝を文様昔日に適用しただ
けで よいのである。そこで，連珠文の一つ を平組織のl
印と四越に及ぶ斜子様畝の×印との組合わせで簡単に明
示すると図ー 1のようになる。この斜子技法によれば，
平地のための地綜の交互引き上げは当然であるが，文様
のため花模は，緯四越の問空引きする工人は大通糸を引
き上げたままでいれば織れることが明白である。だから，
前述の総二越毎に一度の横綜の操作で織ること ができる
平地綾文よ りも更に能率的であると考え られる。その上，
文様の感触は単純な四枚綾には見られない複雑な表現が
できるところに妙味を感 じる。もし，この変 り綾を糸パ
分解図
図-11 平地問述珠文t:1)綾茶綾
合う双鳥を置いているとみなしてさしっかえないだろう。
円内の双烏は各列毎に打ち返され， また，iE珠は二つの
内文が隣接する箇所においては.双方の問文に共有され
ている。この文械部にみる変り綾の流れはすべて左流れ
であ り，また，文様の大きさから当然花隈装置に依った
と考 えられる。そして，この裂のように連珠円文に菱つ
なぎ文を自己する図様の綾は.この外にも正倉院歳の右裂
の中にしばしばみられるが，宮市の文様にはこれが会〈無
いことからすると，この図様は当代の綾の特有の文様形
式であるようである。
この変り絞は，佐々木氏がのべて いるように.平組織
と斜子j立の組合せで機械的に，かつ谷易にその要点をつ
かむことができる。すなわち，これまで取り上げてきた
平地絞文の四枚綾の主義国となったニ越交瞥の料イーをただ
ッリとして織ったならば， 緯一越毎に検綜を操作せねば
ならず，かつ.大通糸の文妨げも絞雑困難を極めるに相
異ないであろう。このように変り綾は，平I也綬文絞め四
枚綾を変化させたものであると言われるが，技法からは.
斜子を四越の畝に扱ったと いうだけの変化をみせている
だけにすぎない。
すなわち，糸遣いの上から説明するならば綬組織の変
化は斜チの変化によってい るのである。
6. 平地変り綾文糞綾
*裂は図ー 12に示すように小断片であるため.文係全
{ヰ;を宇IJ7JIJすることはむつかしいカ叩生言Eできるかぎりを車且
織要古if図にf小、てみると，J也は平組織て二 文係部の絞組
織は茶絞とI可jじく変り絞文になっている。ただ，茶絞の
(5 ) 
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図-12 平地変り綬文責綾
図-13 平地変り級文武緩組織図
変リ綾の流tl主E流れであったのに対して，これは，あ
る経糸をちょ うど段目として， iJlEttが異なっている。製
肉体にむこのt主流れを具にする境自の縦筋が見られるの
は，1if Jia.綜統による左右相林の文憾なのであろうか。
7. 緋地綾 8. 白地綾 9. 連珠文白綾
この三純の裂は，いずれも平地綾文で.文様の上から
はi主珠円文に分~!(される図ー 14 ， 15， 16に示す。これら
図-14 述珠文緋綾
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(6) 
，紅鴻
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図-15 連珠文白綾
図-16 連珠文 白綬
図-17 述珠文白級組織図
広Ellfls :上代綾の織文の調公報告
図ー18 連珠文白綬 組織図
の文様の桃成を見ると.まず主文の円の緑は二重の述珠
の借て・表わされ，両IJ文，;t復維な忍冬庇 1，'-でまとめあげら
れている。この述珠円文中にも動物が織り表わされてい
たのではないかと思われるが，これらの裂からは践念な
がらうかがうことはできなしυ しかし，正ft院宝物中の
「双頭述珠文総綬Jの閃版と照合すると，この三片の裂に
む同級に中凶のf指祥動物であるTEが泣かれていたのでは
ないかと忽像される。さて.このうち二片の緋地綾と白
地綾はともに，糸密度においても，文様の織成において
も同じで，さらには文般のくずれ部分までも一致し てい
る。このことから. この二片の妥当は同純の機装置で織ら
れたものでないかとfiti!IJJされる。ま た，組織要領図から
見て，この文僚は左右相柄、であることが長1られ.川風綜
統の平IJ日が巧えられる。このうち.白地綾は「聖武帝御帳
奈下敷切Jという附遣が表装時につけられているカヲl仇のほ
どは明らかではない。
次にもう一片の白地綾は連珠骨干の一部分にすぎない爪
先の裂に比べてよ り力強い感じを 与え ている。
10.双鳳連珠円文緋綾
本裂，;t平組織の地に絞め四校綾で文様を表わした平地
綾文綬である。組織要領図のだ+iが経とみなされる。Li主 図-20 双風速珠同文緋絞 組織図
(7 ) 
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め色は，他の裂とは異なり褐色が少なし美しい赤色を
呈し恐らく茜染めかと忠われる。文様は上下に裁たれて
いるが，これまで取リ上げてきた裂類の文機織成の要素
として，ほとんど見られなかった動物系文様で構成され
ている。主文である双鳳の周囲に副文として珠文を重ね
るというササン91ペルシャ系の代表的デザインである。
なお，双鳳の向きは，上下(実際には左右)に打ち返して
ある。この鳳風は‘中国の発堀品中にもしばしばみられ.
カーブの出し方とそれによるカ強さと が，中国の伝来で
あろうことを推定される。もう一つの特徴は.述珠文の
円内上古1に文字が織り出されているこ とである。純文中
に吉祥句を織り込む例lム i史麿の遺品や文献にしばしば
見い出されるようであるが，正念院保存裂には少ないよ
うである。平地絞文綾で.この系統の文様は法隆寺献納
染織品にしばしば見うけられるから， これもそのうちの
ものかもしれなL、
11.綾地綾文紫綾
12.綾地綾女緋綾(葡萄唐草文緋綾)
13.綾地綾文紫綬
14.綾地綾文紫綬
これら裂の外観および組織を図-21，図-22，図-23，
図-24に示す。
平地綾文綬が構成されれば. 自然にI也の平組織から綬
組織への転換が試みられるのであろう 。 ここに綾地綾文
綬の出現となったのである。
紫綬は， t也は経の四枚絞で右流れ，文線は紛の四枚綾
で左j荒れをな し，いわゆる四枚の異向斜文をなしている。
他の綾地綬文裂竺片L同じ分類に入り，緋絞lま， t也は総
の四枚綬で左流t，文様は経の四枚絞で右流れをなし25)
柴絞は， .1也は総の四枚綾で右流れ，文様は経の凶枚綬で
左流れを主し， 26)繁綾は.t也は緯の四枚綾で1;'.流れ，文
様は経の四枚綾で右流れをなしている。
ニの地と文様 との斜文の15ri]を異にしている ことは.
上代絞め箸しい特徴であって，異向斜文の為に光線のあ
たる方向にかかわらず常にその輪廓が明瞭で，また外観
も奥向斜文のもつ変化が現われておもしろい。ところが
光沢がきれいで，文様も明瞭であるのは，24)緋綾だけで，
糸が細 くなっている為に.文様を組織要領図に適確に表
わすことは困難であ った。後代になってから は，一般に
地も文様も その組織の綾を同方向にした同向斜文に変化
しているようである。
sf1 学
まず， 23)紫綬は，文様構成がつかめず，全体で組織図
で表わすことは困難であったが.一部分についてみると，
文様部に二種の組織がみ られるため.複雑さ を増してい
るものと思われる。つまり，緯の左流れの四枚綾のみと.
経絞と総綬が交互に予定〈配列され，文様をなしているも
のの二種が合わさって出来ている。また.ある部分にお
いては.織り誤まりか，意図的であるかわからないが，
横方1I]に経糸の五本浮き.七本浮きが並んでいるのが目
立つ。表装時の名称が「唐花文絞jとなっているカヘ拡大
写真では詳しい図柄は判別できなかった。
24)緋綾は，小片でこれだけの組織図から文僚を察知l
することはむつかしいが，正倉院蔵の葡萄唐草文の緩や
重
図-21 綾地綾文紫綾
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図-23 綾地綾文紫綬
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図ー25 綾 J也綾文紫絞
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広田他 ;上代綾の織文の調査報符
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図-2 絞 I也緩文紫綬 組織閃
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図-24 綾地綾文紫綬 組織l沼
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錦をしらべるうちに，この裂にも一部よく似た部分があ
れ-1'裂の拡大写!1のんJイ7にみえる葉や中央の苓 ・つる
などがら，恐らく初旬Rif立文緋綾の苦J¥分であろうと思わ
れる。また，染めは茜によるものと忠われるが.赤色が
(9) 
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図-26 綾地綾文紫綾 組織図
'7 司~・・F圃-- 鮮明に残っており，奥向斜文の持つ光沢に一層映え，非
常に美しい裂である。
図-27 綾地俊文紫綬
25)紫綬は.表装時につけた名称が「雲文綾」となって
いるが，文様を構成する経の流れ四枚綾は，経糸自身が
すり切れたのか細くなっており，綾組織が荒しこの文
機が何を表わすのか明らかでない。組織図に正確に袋わ
せないのが残念であるが，雲か水の流れか，それらしき
ものが散在して，やわらかい印象を与えている。26)紫綬
の表装時の名称は「庖花文綾」で.23)紫綬と同類である杭
組織要領図に完全に表わせなかったので，文様について
ははっきりしない。、
一一¥一一一一一一一
図-28 綾 J也級文紫綬 組織図
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考察
上古の織匠が織物に文様を織成する一方法として，文
様となすべき部分だけを別組織にするという技法に思い
致る事は，織技の進展過程上極めて自然に起り~!J.たであ
ろうと巧えられる。いわゆる綬はこの手段によったもの
で，上代以降，地と文様とを呉組織にした綿織物のーっ
としてその優秀さをたたえられてきた。
上代絹織にみられる最も基本的な技法のも のは平組織
のもので.その無地のものを製織中.偶然に一本の経が
緯一越をはずれるとそこに総三越をまたぐ経糸の小きず
ができ，平滑な裂薗に変化が雲監われる。 この変化が上古
において浮文を創案せしめる契機となったのではないだ
ろうか。つまり .この三越の経浮を隣の縫に順に:i!s統さ
せて行けl;r斜線ができ途中で方向を転換させると山形に
なる。繋理を終えた有鍛館所蔵緩裂の中には，ニの段階
のものから見うけられる。さらに山形文からよろけ文へ，
また山形文の右流れ，左流れの両方の斜線をそれぞれ平
行させて交3えさせれば変格子文に，やがては亀中文へと
順次複雑なものを織り出してきている。このような推移
を経て，平板な無t也の綿烏から意匠をもっ文絹へと発展
していったであろうと考えられる。そして，その織技の
進展からみると.およそ平地浮文俊，平地俊文総綬I也
綾文綾の順をたどって変化してきたと思われる。
最も簡単で文機織成の最初といわれる平地浮文総には，
山形文や愛絡子文のものが多くみられる。 これらの文様
は先にも述べたように，三車患の経浮の細い斜線より成り
立っているので¥一見平地級文緩とまちがわれやすい。
しかし，線のn行が片流tLて1・ぃニとや交叉部の両側の
絵は綜五越にわたる浮糸となることから，やはり浮文と
みるべきである。そして，この線がL、わゆる糸パツリで
自然に斜行していることが，浮文の特徴とな っている。
ただ， i7文の欠点l.t，任;なの附や広さをもっ文械の表現
l.t一般に浮糸のわたりが長くなって裂面は乱れる傾向に
なることである。そこで一歩進めて，文様部分全体を三
越浮きー泣沈みの四枚綾で埋めるニとを考えだせばかな
り大きな文織の炎出も可能となる。こうして， i也と文様
が異組織ながら.地味もゆるみのない適度にしまりをも
っ平地綬文俊が誕生したと推測できてくる。
この平地緩文綾は，文様が広さをもつため落ち清いた
風格を示し，文機部の絵四枚緩め独特な光i尺が反映して
優美さの中にも荘重な気分を感じさせる。布』服飾所l説裂
でこれに分類されるものの中にも，上下打返しの技法を
もってしたと恩われる左右相紘の大きな文僚をもっ裂が
数片見られた。そこには，郷子や鳳風，麿1;;.などの文様
(11 ) 
が緩められ，中国からべ1レンャまでの東西文化を融合し
た唐代の文様に従っていることがうかがわれる。また，
この分類の中には.文縁部の綬が必ずしも四枚綬に限ら
れず，経糸が五越浮いて一越沈みー起浮いてー泣沈むと
いう八越を単位とした平地変り綾文級もあることがわか
った。
絞め発展過程において平地綾文綬が考え出されたなら
l;r，次は地の平組織を綾組織に転換しようという試みが
なされるのは自然、の過程であろうと思われる。盤理を終
えた裂中にみ られる綾地綾文綾は， その全部が地と文僚
の斜文の方向を異にしている。文献毒事によっても上代綬
は異向緩文が特徴であるようだがこれらも例外ではなし
年代的には中古以降の緩でないことが明らかである。こ
の典前j綾文は安易な校法では表わすことができないが.
どのような光線をうけても， j也と文様とは反射光線が呉
方向に放たれるため.文線が宇1)然と浮かんでくるよ うで
ある。しかし，.!華麗した裂は，損傷が大きかったために
拡大写真によって文微を調べることはやや困難で，組織
袈領図を完全に描くことができなかったのは残念である。
以上は有.~~館所蔵綾裂について.総J支の進展上か ら類
縫した綾の発展過程を重ね合せて.t;-寂を試みたわけであ
る。しかしながら.ニれらの織妓や文隙それぞれの推移
に関する年代的な問題に至っては，到底臆淑1)は不可能で
あるし，これらが国産であるか否かの問題も残っている。
いずれにしても，上代において遺品にみられるような緩
が存在していたことは事実であり，それ相応、の染織技術
の基盟主もほに縫っていたであろうと推測されることから.
凶内での製織の可能性は十分考えられると思うのである。
やがて，この上代の高度な技法や生産は，それを支え
ていた強力な律令体制の崩壊とともに，官営に代って布、
的な工房によ って行われるようになっていった。そ して，
奈良時代の宮廷t族の手から平安時代の公家主t族へと受
けつがれていった上代の綬は.その大陸的な文様から国
風化した文化に適合するように， しだいに小柄な品の良
い文械に作り上げられていったようである。また組織の
上からみると上代の四枚綬系のものから.経三枚絞をJ也
とし文を総六枚綬に した竪I也綾や，級I也i字文綾のものが
i"IJIlしてくる。これは，組織の交錯点が少なくなり非常
に紘りやすくなったともいえるが，糸の浮きが長くなっ
風合の柔らかさとー婦の光沢の美しさを加えたという点
を見逃すことはできない。すなわち，このような綬は平
安時代の優美な食族文化の中にあって.ト二単衣(足f衣袋)
に代表される襲装束の佳をより恭かなものにしたことて
あろう。
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上古における織物組織について本調査試料の測定結果
より次のような結果が得られた。
(1) 基本の綾組織の外に，紋様を施してさらに装飾した
きわめて肇胞なものがあり，その高度の技術は評価す
べきである。
(2) 綾の発展過程の中後期で製作きれたと思うものには，
平安時代の有職文の幸?をに発展したと思われるものが
あった。
(3) 上下対称の文様は製織の際に上下打ち返しの技法が
用いられたと恩われる。
(4) 文様中には円内に向い合う双鳥を置いたと恩われる
ものがあり，正倉院蔵のものときわめて類以している。
(5) 文様を「斜子技法jを用いることにより，比較的容易
に文様を織れるようになったことは，この時代におけ
る技法上の特徴といえる。
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Abstract 
This is continued repert on an investigation of follwing 14 old fabrics of ]apan which are collections of Fujii-
Yurinkan Museum in Kyoto: 
(1) Tatesuji-aya design weave 
(2) Tobishiben hana design weave. 
(3) Karakusamon design weave. 
(4) Yotsubishi karakusa design weave_ 
(5) Kawari-aya design weave 1 
(6) 1 1I 
(7) Renjyu-en design weave 1 
(8) 
(9) 
1 I 
II 1 
(10) S邑ho-renjyu-en design weave. 
(11) Ayaji-aya design weave. 1 
(12) 
(13) 
(14) 
1 
?????
??
lJ 
lJ 
( 12) 
